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報告まとまる
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を

見

て

み

よ

う

海

で
生

き

る

生

物

の

こ

と

、

海

を
愛

す

る

人

た

ち

の

こ

と

を

へ

守りたい

だから
伝えたい

と暮らせる

思

い

浮

か

べ

て

見

て

み

よ

う

そ

し

て

、

こ

の

海

が
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が
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。
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一
人

の

大

き

な

カ

か
ら
。

東海大学ライフセーピングクラブ

小林貴子さん
平塚市漁業協同組合

後藤

人命救助だけでなく、ビーチク

リーン活動でも海を守っていま

す。もっと地域密着の海になっ

て、地域のカで海を守っていけ

たらいいですよね。

••••••••• 
勇さん

平塚の海もちょっと沖にいけば

きれいだよ。大人がもっと海に

親しむ機会を作って、海のいい

ところを子どもたちに伝えてい

きたいね。

ラ
イ
フ
セ

l
パ
l
っ
て
人
命
救
助

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
っ
て
い
う
、
海
岸
の
ご
み
を
拾
う

活
動
も
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
夏
に

な
る
と
毎
朝
、
み
ん
な
で
海
岸
や
ボ

ー
ド
ウ
ォ

l
ク
を
見
回
っ
て
、
ご
み

を
拾
う
ん
で
す
.
そ
の
中
で
、
一
診
多

い
の
は
花
火
の
ご
み
な
ん
で
す
。
ベ

ッ
ト
ボ
ト
ル

の
中
に
燃
え
か
す
が
つ

ま
っ
て
い
る
の
な
ん
か
見
つ
け
る
と
、

「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
資
源
に
な
ら
な
い

の
に
」
と
思
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
中
身
を

取
り
の
ぞ
い
て
、
分
別
す
る
ん
で
す

よ
。
こ
う
い
う
活
動
っ
て
地
味
で
す

け
ど
す
ご
く
大
事
で
す
よ
ね
.

ピ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
や
星
空

観
察
会
な
ど
、
夏
に
は
、
こ
の
ビ
ー

チ
パ

l
ク
で
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
.
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
、
こ

の
泌
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
慰
じ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
「わ
た
し

た
ち
の
ピ

l
チ
を
汚
さ
な
い
で
」

っ

て
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
く
れ
る

と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

三
十
年
く
ら
い
前
は
、
下
水
道
が

発
達
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
大
雨

が
降
る
と
、
川
か
ら
思
い
水
が
流
れ

て
き
て
ね
。
今
は
、
そ
う
い
う
こ
と

は
な
い
け
ど
、
か
わ
り
に
冷
蔵
庫
や

テ
レ
ビ
な
ん
か
が
流
れ
て
き
て
、
び

っ
く
り
す
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
.

そ
れ
か
ら
、
気
に
な
る
の
は
、
ビ

ニ
ー
ル
だ
ね
.
そ
れ
を
カ
メ
や
マ
ン

ボ
ウ
が
、
ク
ラ
ゲ
と
間
違
え
て
食
べ

て
死
ん
じ
ゃ
う
ん
だ
よ
。
あ
り
や
か

わ
い
そ
う
だ
ね
。

で
も
、
大
雨
が
降
っ
た
あ
と
じ
ゃ

な
き
ゃ
平
塚
の
海
は
き
れ
い
だ
よ
.

イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
だ
っ
て
見
ら
れ
る

と
さ
が
あ
る
し
ね
。
せ
っ
か
く
海
が

あ
る
ま
ち
な
ん
だ
か
ら
、
こ
の
き
れ

い
な
海
を
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

に
見
せ
て
や
り
た
い
ね
。
地
域
の
大

人
が
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
ど
ん
働
き

か
け
て
、
海
に
鋭
し
む
機
会
を
作
っ

て
ほ
し
い
な
あ
・
き
れ
い
な
海
を
知

っ
た
ら
、
も

っ
と
も

っ
と
海
は
き
れ

い
に
な
っ
て
い
く
と
忠
う
よ
。

遊漁船に乗って、海に浮かぶごみを拾っ

たり、漁師の方の話を聞いたりして、海の

汚れや魚の生態芯どを学んでみませんか。

[>日時 7月24日(月)午前 9時~正午

※集合ー解散は平塚新港。乗船時間は約

1時間30分です。荒天の場合は 8月 7日

(月)に延期します。保護者同伴可

[>対象市内にお住まいの小中学生

[>定員 120人(抽選)

[>締め切り 6月30日(金)
[>応募方法 はがき、 またはファクスに住

所、氏名、年齢、電話番号を記入し、環境政

策課(干254-8686浅間町9-1・FAX21-9603)

へ 固 環境政策課(内線2659)
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五
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卜
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(
土
)
、
ピ

1
チ

パ
ー
ク
に
来
て
い
る
人
、
百
人
を

対
象
に
平
塚
の
海
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
笑
施
し
ま
し
た

(天

気
は
曇
り
。
調
査
時
間
は
午
前
十

時
か
ら
十

一
時
三
十
分
ま
で
)。

質
問
は

「
平
塚
の
砂
浜
は
き
れ

い
だ
と
思
い
ま
す
か
」
「
ピ

l
チ
ク

リ
ー
ン
(
海
岸
清
掃
活
動
)
に
参

加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
な

さ日夏休み子ども環境教室きJ

、
¥
'
ム

ど、

全
部
で
四
つ
。
結
果
は
、
左

炎
の
と
お
り
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
平
塚
の
海
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
お
持

ち
で
す
か
。
ぜ
ひ
、
こ
の
結
果
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

平爆の砂浜(;t、きれい
だと思いますか

ピーチクリーンに参加し
たことカfありますか

どちらともいえない
4人

S21§§想22323鷲合.100

平塚の海の水は、きれ
いだと思いますか

手芝翫趨以回't:5iI銀 〈平成12年5月1日現在o内は前月比〉 -世帯93.268(+371 ) 

ビーチクリーンをしたい
(続けたい)と思いますか

-人口 253.769(+376) 
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自平成12年6月15日~，喜 5 し、\電話23・11 1 1・35・1111 平爆市役所

で
き
ま
し
た
。

間
開
閉
閑
酬
園
田

大気中のタイオキシン類
環涜基準を下回っています

わ
た
し
た
ち
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す

概
要
版
は
公
民
館
で

「
環
境
共
生
都
市
ひ
ら
つ
か
」
の

実
現
を
め
ざ
す
た
め
の
具
体
的
な
指

針
と
な
る
「
環
境
基
本
計
画
」
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
市
民
公
募
委
員
(
四

人
)
や
学
識
経
験
者
な
ど
、
十
五
人

の
環
境
審
議
会
委
員
が

一
年
あ
ま
り

に
わ
た
り
、
議
識
を
電
ね
、
原
案
を

つ
く
り
ま
し
た
。

今
同
は
、
市
民
公
募
委

μと
し
て

計
画
に
舵
わ
っ
た
佐
々
木
美
枝
さ
ん

(河
内
)
に
活
を
聞
き
ま
し
た
。

大気中のダイオキシン類の濃度を把握す

るため実施した「平成11年度タイオキシン

類大気現筑間資Jの結果がまとまりました。

調査は、開境庁が作成した 「有害大気汚

染物質測定方法マニュアル」に基づき、市

庁舎屋上で24時間のサンプリングにより実

下回っています。

じ調査日 平成11年 5月12日-13日

平成11年 8月 2日-3日

平成11年11月 9日-10日

平成12年 2月 2日-3白

b調査結果 (単位はピコミ7・TEQ/m3)

施しました。悶査結果は、下表のとおり、

大気環焼基準の年間平均値(06ピコミア)を

今
ど
き
の
主
婦
の
意
見
が

入
っ
て
い
ま
す

環境基本計画の策定に携わった佐々木美枝さん

行
動
し
や
す
く
」
と
い
う
思
い
を
伝

え
て
い
き
ま
し
た
。

市

・
市
民

・
事
業
者
の

役
割
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
山
川
園
で
は
、
市
・
市
民
・
明

染
者
の
役
割
が
明
確
に
一不
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
漠
然
と
や
り
ま
し
ょ
う

で
は
、
何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
で
す
け
ど
、
何
を
や
る
か
が
一ホ
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
、
行
動
し
や
す
い

計
画
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
む

ぜ
ひ
、
こ
の
計
画
書
を
み
な
さ
ん

に
読
ん
で
も
ら
っ
て
、
実
践
し
て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、

近
い
将
米
、
ほ
か
の
ま
ち
の
人
が
い枯

ら
し
た
く
な
る
よ
う
な
「
環
境
共
生

都
市
ひ
ら
つ
か
」
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
ε

計
画
の
期
間
は

札
場
町
・
花
水
台
・
平
塚
二
丁
目

市
有
地
3
鞠
件
売
り
ま
す

市
有
地
を
公
募
抽
選
で
光
却
し
ま

す
。
購
入
を
ご
希
望
の
万
は
、
管
財

課

(市
役
所
間
附
胤
庁
舎
二
附
)
や

公
民
館
で
お
配
り
す
る

「市
有
地
光

※大気中のダイオキシン類の調査は今年度

も年4回尖施します。測定結果は、イン

ターネ‘ソト(URしは1爾題字右横参照)で

もと覧に主主れます

間 潔境政策課 (内線2331)

払
い
の
ご
案
内
」
に
あ
る
賀
市
込

世
に
必
安
明
羽
を
記
入
し
、
出
接
、
管

財
諜
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、

占
人
(

a

社
二

物

売却物件・価格(地目は宅地)

番物件号 所在地 面積 価格

札場町39番8 121.65m' 
(札場町39番街区) (36.79坪)

26，884，650円

2 
花水台176番16 184.24m' 
(花水台12番街区) (55.73坪)

39，611，600円

3 平塚一丁目24番5 191.70m' 37，956，600円
(平塚二丁目24番街区)(57.981平)

な
が
ら
、
当
面
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
実
施
す
る
期
間
を
手
成
ト
-
一年

度
か
ら
の
ト
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や

時
境
問
題
の
変
化
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
お
お
む
ね
三
年
ご
と
に
見
出

し
て
い
き
ま
す
。

計
画
書
は
、
環
漬
政
策
課
や

公
民
館
、
図
書
館
で

環
境
基
本
計
画
の
計
画
舎
は
、
環

境
政
策
謀

(市
役
所
新
館
三
階
)
や

公
民
館
、
図
件
館
な
ど
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ま
た
、
概
要
版
は
、
公
民
館

な
ど
の
市
内
の
公
共
施
設
で
お
配
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ベ
l
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す

部
境
基
本
計
画
の
概
要
は
、
ホ
ー

ム
ベ

l
ジ

(U
R
L
は

一
面
題
字
有

椴
参
照
)
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

蹴
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
環
境
政
策
課

(内
線

2
2
6
6
)
へ
。

一明
一館

前

官

官

ま

す

塚
市
市
民
相
祉
耶
業
支
援
条
例
に
つ

い
て
」
は
、
継
続
審
議
に
な
り
ま
し

た
。

-

「特
例
市
の
指
定
に
係
る
申
出

に
つ
い
て
」

特
例
市
は
、
政
令
指
定
都
市
、
中

核
市
に
次
い
で
創
設
さ
れ
た
、
新
し

い
都
市
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る
の

は
、
人
口
二
十
万
人
以
上
の
都
市

(
全
国
花
十
九
市
、
県
内
七
市
)
で
す
。

特
例
市
に
な
る
と
、
水
質
汚
濁
の

防
止
、
騒
音

・
振
動

・
怒
兵
の
規
制

に
附
す
る
事
務
や
、
開
発
許
可
に
闘

す
る
附
発
得
点
以
会
の
設
置
な
ど
の
事

務
が
移
秘
さ
れ
、
環
境
や
地
戚
の
実

情
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
県
の
同
恕
を
得
た
あ
と
、

国
に
申
し
出
を
し
、
政
令
に
よ
り
特

例
市
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

-

「
直
接
請
求
に
係
る
平
場
市
市
民

福
祉
事
業
支
援
条
例
に
つ
い
て
」

市
内
の
四
つ
の
市
民
団
体
が
市
長

に
山
接
的
求
し
た
「
市
民
福
祉
事
業

文
援
条
例
」
は、

「文
扱
対
象
の
範
囲

が
明
雌
で
な
い
」
「
紹
祉
活
動
以
外

の
非
科
利
情
動
と
の
公
平
性

・
Jr等

性
を
峨
保
す
る
必
袈
か
ら
も
問
題
が

あ
る
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
継
続
審

議
に
な
り
ま
し
た
。

国民健闘呆険税はま宅医療保険分+介護保険分です。
-平成12年 4月以降に65歳になった人
の介謹保険分は

65識に怒る月の前月分(1日が誕生日
の人l志、その前々月)まで納めます。6月

上旬に送付した納付告で、 6月から3月
までの聞にお納めください。

※介麗保険分は10固に分けて計算して
あります

・納付に困ったときは

失撲や長期の病気などで納付が困難

恕場合は、保険年金課(市役所 l階⑮

喬窓口)へと相談ください。

珂 保険年金課 (ft21-8775) 

です。 (6月の納期限は6月30日)。
・介題保陳分の税率は

左衰のとおり、所得や資産の状況により、

計算します。

4砂平成12年 4月以降に40歳になった人の介護
保険分は

40践にたよる月分(1日が誕生日の人は、そ
の前月)かう納めます。後目、送付する「介護

保険分の追加納付呂」でお納めください。

(例)7月!日に40歳に怠る人
→ 6月分かう(納付は7月から)
7月 7日に40歳になる人
一7月分から(納付は8月から)

4月から、介護保険制度がはじまり、国民健

康保険に加入している40歳かう64歳までの方
の国民健康保険税に「介護保険分」の料金が

力日わりました。

納付時期1;:1:、 6月から3月までの10回払い

介護保険分の税率など(金額は年額)

課税限度額 70，000円 1

戸斤f尋割 0.83% 

資産割 1.95% 

均等割(1人あたり) 5，400円

平等割(1世帯あたり) 3，100円
※課税様準額は国民健康保険税の医療分と同じです

在留資格が芯いのに就労する「不法就労外国人Jが増えています。
平塚笛察署では、不法就労をあっせんするフ‘口ーカーや事諜主の取り

締まりを強化しています。外国人を雇用する場合には、パスポートや

就労資措置明留などで、在留資格、在留期聞を必ず確留しましょう。
不法就労外国人を雇用しないで

。問い合わせ先平塚警察署 (tt31・0110) 

平
塚
生
ま
れ
の
平
塚
育
ち
で
、
こ

の
ま
ち
の
自
然
と
ふ
れ
あ
っ
て
芥
ら

し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
平
塚

の
環
境
の
こ
と
に
つ
い
て
も
興
味
が

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
こ
の
計

画
を
策
定
す
る
市
民
公
募
委
口
に
応

募
し
ま
し
た
。

こ
の
計
阿
に
は
、
瑚
境
を
専
門
に

学

ん

で

い

る

人

た

ち

の

な

見

の

ほ

か

第

一
凶
平
成
十
a

a

年
度
臨
時
市
議

に
、
わ
た
し
の
よ
う
な

「今

ど

き

の

会

が

丘

月

十

じ

日

に

聞

か

れ

、

七

綿

主
婦
」
の
泣
凡
が
入
っ
て

い

る

ん

で

案

を

市

長

が

提

案

し

ま

し

た

。

す
よ
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
こ
の
計
岡
は
、
お
お
む
ね
一一
十

一

こ
の
う
ち
、

「
特
例
市
の
指
定
に

計
画
が
生
活
の
中
に
入
っ
て
い

っ
て

世
紀
半
ば

(二

O
ゴ一

O
年
か
ら
こ
O

係
る
申
出
に
つ
い
て
」
な
ど
六
議
案

く
れ
る
よ
う
に
、
「
わ
か
り
や
す
く
、
在

O
年
ご
ろ
ま
で
)
を
視
野
に
入
れ
が
可
決
さ
れ
、
「
直
接
請
求
に
係
る
平

G
a
m
o
-
-
引
の
の
の
の
の
a
v
a
v
-
v
a
w
A
p
a
v
a
v
e
-
-
n
a
p
e
-引の
a
v
e
a明

a
P
A
v
a
r
e
a
v
e
-守
命
令

A
P
O
G
-
-
o
a
m
O
A
F
-
p
a
p
a
m
e
-
-
w
o
a
v
a
v
e
-
a
p
a
v
o
-
-同

0

・。a
p
a
v
o

件
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
完
買
契
約

締
結
か
ら
五
年
間
は
上
地
を
分
制
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
契
約
条

件
が
あ
り
ま
す
。

マ
売
却
物
件

右
上
ぷ
の
と
お
り

マ
応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
の
万
(法
人
の
場
合
は
、
市
内

に
事
務
所
ま
た
は
が
業
所
が
あ
る
万
)

マ
受
け
付
け
期
間

6
月
凶
円
(
金
)

i
幻
口
(火
)
※
士
・
日
曜

nは
除
く

マ
抽
選
会

7
月
i
H
(土
)
午
前
川

時
か
ら
市
役
所
、
パ
会
議
室
(
東
附
属

庁
舎
2
階
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、
管
財
課

(内

線

2
4
1
0
)
へ3



50目自の七夕志コり廟いを
治めて

a 

竹飾りコンクール
参加者募集

ヒ
タ
ま
つ
り
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
が
竹
飾
り
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

駅
前
中
心
聞
広
街
を
は
じ
め
、
子
ど

も
会
や
地
域
の
み
な
さ
ん
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
部
門
が
あ
り
ま
す
。

冗
十
回
目
の
じ
タ
ま
つ
り
に
、
み

な
さ
ん
の
願
い
を
込
め
た
竹
飾
り
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

「第
切
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま

つ
り
」
は
、

7
月
7
日
(
金
)
か
ら

H

間
豆
盛
狐
@

第673号 (1日・15日発行)広報ひ5っか回

Q 

レポーター

中野幸枝さん

FM湘南ナパサで活躍

パワーステーション豊嶋太一チーム
この 日の放送内容「介護タクシ-Jの打ち合せを
するパワーステーショ ン豊嶋太一チームのスタ ッ

フ(中央が豊嶋さん)。 開局 6周年を迎えるナパサ
で、障害に負けず、チャ レンジ精神で活躍中 l

平
塚
の
森
を
知
る
つ
ど
い

回

観
光
パ
ス
で
市
内
の
施
設
を
巡
る

「
施
設
見
学
会
」
の
参
加
者
を
川和
銀
し

ま
す
。

夏
の
ひ
と
と
き
、
平
塚
の
文
化
や

芸
術
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回

は
、
博
物
館
特
別
展

「村
井
弦
斎
展
」

や
美
術
館
特
別
展
示

「ミ
レ
1
と
ピ

サ
ロ
」
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

マ
日
時

7
月
時
日

(火
)
、
午
前
9

時
集
合
、
午
後
3
時
却
分
解
散
予
定

マ
コ
l
ス

市
役
所
1
県
民
業
総
合

施 系
設 室
見 ぢ
望星 る
zh夏
孟ま の

へ ?
と‘ご
っー
ぞ

F
M湖
南
ナ
パ
サ
が
七
月
で
、
開

同
六
問
年
を
迎
え
ま
す
。
開
局
時

か
ら
の
ナ
パ
サ
ク
ラ
ブ
の

一
日
で

あ
り
、
障
害
を
も
っ
た
人
た
ち
が

中
心
に
な
っ
て
番
組
を
続
け
て
い

る
「
パ
ワ
1
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の

ス
タ
ッ
フ
を
取
材
し
ま
し
た
。

責
任
者
の
後
藤
恭
行
さ
ん
や
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
で
あ
り
な
が

ら
頑
煩
っ
て
い
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
の
説
的
太

一
さ
ん
た
ち
ス
タ

ッ
フ
は
、
こ
の
日
の
放
送
番
組
の

テ
l
マ
と
な
る
「介
護
タ
ク
シ
ー
」

の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
七
人
の
う
ち
問
人
が
な

ん
ら
か
の
陣
告
を
も
っ
た
人
た
ち

で
す
。
括
を
聞
い
て
み
る
と
、
こ

の
番
組
は
企
問
、
制
作
、
放
送
ま

で
す
べ
て
七
人
が
責
任
を
も
っ
て

や
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
並
嶋
さ

ん
に
、
ナ
パ
サ
で
の
活
動
は
自
分

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

質
問
す
る
と

「
ラ
ジ
オ
と
か
か
わ

る
前
は
世
界
が
狭
か
っ
た
。
し
か

し、

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ

と
賀
市
一な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
世
界
が
広
が
っ
た
。
こ
の
ナ
パ

サ
の
仕
事
は
白
分
で
思
い
立
っ
て

始
め
た
こ
と
。
で
き
る
限
り
続
け

て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
の
円
、
放
送
の

「介
護
タ
ク

シ
ー
」
に
つ

い
て
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ん
は
、
「あ
く
ま
で
障
害
者
に

と
っ
て
選
択
の

一
つ
で
あ
り
、

一

人
で
も
多
く
の
人
が
広
い
世
界
に

飛
び
出
せ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

い
い
」
と
い
う
思
い
を
番
組
に
ぶ

つ
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

誠
実
で
其
撃
な
姿
勢
で
番
組
の

制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
パ
ワ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
に
エ

ー
ル
を
送
り
ま
す
。

参
加
者
募
集

の
森
や
樹
木
の
役
割
を
学
ん
だ
り
、
周

り
の
生
物
を
観
察
し
た
り
す
る
「
平

塚
の
森
を
知
る
つ
ど
い
」
を
聞
き
ま

す
。

マ
日
程

8
刀
川
崎
臼
(
金
)

(火
)、
日
バ
ロ

n
(け
)

マ
会
場

湘
市
平
ほ
か

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
通
学

す
る
小
・中
・向
・
大
学
な
ど
の
学
生

マ
定
員

初
人

(先
ね
順
)

お
山中し
込
み
は
、

み
ど
り
公
園
課

(内
線
2
4
2
5)
へ
。

折
々
J
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••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 男

編喜
集星
雲塁
貝 lE
!こ 思
は語
る雲
つ

二
十

一
世
紀
を
ど
ん
な
ふ
う
に
生

き
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
男
女
共

同
参
画
に
向
け
た
情
報
誌
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

マ
対

象

市

内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
の
時
成
以
上
の
方

(日
校
生
は
除

く
)
マ
定
員

マ
任
期告くぞ!びわチャレンジキャンフ

日
(
火
)
ま
で
開
催
し
ま
す

マ
受
け
付
け
期
間

6
川
崎
円
(
金
)

1
初
日
(金
)
※
土

・
目
印
刷
口
は
除
く

マ
受
け
付
け
時
間

午
前
8
時
却
分

1
午
後
5
時

マ
受
け
付
け
場
所

市
民
税
制
州

(市

次

世

代

へ

引

き

継

げ

る

緑

の

財
産

役
所
1
附
③
倭

窓

口

)

を

新

た

に

創
る

「
1
0
0
0
年
の
森

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
税
課

事
業
」
を
来
年

一
月

一
日
に
ス
タ
ー

(
内
線
2
2
6
7
)
へ
。

ト
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
向
け
て
、
市
内
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研
究
所
i
七
回
荘

1
山
物
航
1
美
術

3
1市
役
所

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
万

マ
定
員

印
人
(
先
着
順
)

マ
持
ち
物

昼
食
、
雨
具

お
申
し
込
み
は
、

広
報
広
聴
課

(宮

幻

8
7
6
1
)
へ
。

。

5
人
(
選
考
)

8
月
t
平
成

U
年
7
月

マ
締
め
切
り

6
月
初

n
(金)

マ
応
募
方
法

「
情
報
誌
編
集
委
口

に
な
っ
て
、
ど
ん
な
情
報
を
伝
え
た

い
か
」
を
テ
1
マ
に
、
川
明ん
十
づ
め
原

稿
用
紙
3
枚
以
内
に
ま
と
め
、

別
紙

に
住
所
、
氏
名
、
世
話
番
八
万
、

職
業
、

生
年

μ
目
、
編
集
経
験
の
打
無
を
記

入
し
、

女
性
行
政
推
進
室

(干
制
l

蜘
宝
町
3
1
1
M
N
ピ
ル
川
階

・
宮

幻
|
7
5
0
0
)
へ
。を

青

で

」

、

生

家

は

学

の
み

中

年

込

小

少

し

の

青

申

い

わ

お

ま

び

o

住

「

す

お

に
ま
に

み

い

内

休

て

市

体

夏

し

団

集

象

の

へ
募

対

上

わ

を

hv
以

び

体

。

人

は

団

へ

叩

み

る

館

る

休

す

会

す

夏

周

年

成

女

利

少

構

8月 4日.5日にびわ両
少年の家(土屋)で聞く

「チャレンジキャンプ」の
参加者を募集します。

1>活動 日 7月22日(土)、
7月29日(土)、 8月 3日
(木)、8月 4日(金)-5 
日(土)、 9月 3日(日)
1>対象 市内にお住まい

の小学校4-6年生
1>定員 20人(先着順)
1>参加費 2.000円
1>申込方法 6月 16日 (金)午前9時から青少年会館
(浅間町12-41. n32-7029)へ直接来館して、お申
し込みください。月曜日休み

くうし快適メモく連載⑬〉

覚えがない国際電話の通話料
豆記者デビ.::1-

「子ども広報」を作る小学校5・6年生16人を募集

裏に怠ったら

「国際電話芯んてかけた党えがないのに、高額芯通話料を請求された」と

いう相談が急泊しています。

このトラブルはインターネッ トを利用中に何らかのボタンをクリックする

と、ソフトがタウンロードされて、乙のソフ トによりパソコンが自動的に国

際電話に接続してしまい、 高額な通話料を~~求されるというものです。

インターネットを利用するときは、画面の表示をよく確認することが大切

です。また、国際電話を利用しないのであれば、国際電話不取級受け付けセ

ンター(nO 1 20-21 0364 )へ、国際電話利用休止の申し込みをしてお くと良い
でしょう。※国際電話をかけることも、受け取ることもできなく芯ります

岡 市民活動推進課(内線2263)

夏休みに、「子ども広報JのE記者に怠っ
て、平塚の話題や出来郡などを取材してみ

ませんか。

1>対象 市内にお住まいの小学校5.6年生

1>定員 16人(抽選)

1>第 1回編集会議 7月24日(月〉

1>活動日 夏休み中の4.5日(取材対象に

より多少異なります)

1>応募方法 7月5日(水)までに、はがきに

住所、氏名、学校名、学年、屯話醤号を

記入し、広報広聴課(干254-8686浅間町9・1) 

'" | 消叩談:毎週金曜町~制/市民相談室 (市役所1階-
電話 (内線m1lでも相談できます l 国 広報広聴課 (ft21・8761) 

関東・全国・国際大会に出場するスポーツ選手を支援するため、補助金を交付してい

ます。該当する方は、大会要項、メンバー表、EPをお持ちのうえ、スポーツ振興財団へ。
1>対象 市内にお住まいの方、市内に所在地がある団体 1>補助金例 関東大会 :個人

5.000円、団体30.000円 /全国大会 :個人10.000円、 団体50.000円

関東 ・全国・国際大会に出場する

スポーツ選手を支援します
。問い合わせ先スポーツ振興財団 (宮35-0102)



事間話量¥ 電話23・1111・35・1111平場市役所

国平成12年6月15日

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
と
は
、
新
幹
線
新
駅
を
中
心
に
、
相
模
川
の
東
西
が

一
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
計
画
で
す
。
平
塚
市
で
は
現
在
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地

区
研
究
会
を
中
心
に
、
「
基
本
計
画
」
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ら
れ
た
基
本
計
画
の
「
中
間
報
t
E
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
同
研
究
会
は

学
識
者
や
自
治
会
代
ぷ
折
、
市
民
間
体

の
代
点
者
な
ど
二
十
人
で
梢
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

研
究
会
で
は
、
平
成
十
年
度

に
策
定
さ
れ
た

「大
神
地
院
基
本
構
想
」

を
も
と
に
、

H
パ体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

内
容
を
検
汀
し
て
い
ま
す
。

各
番
目
は
先
進
都
市
の
ポ
例
を
研
究

し
た
り
、
地
域
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
、
積
極

的
に
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成
十

一
年
度
は
、
四
回
の
研
究
会
を
聞

き
、
ま
ち
づ
く
り
の
範
聞
や
導
入
す
る

機
能
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

ぷ
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
周
辺
都
市
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て

公
共
交
通
の
将
人
を

・
既
存
の
ま
ち
な
み
と
の
制
利
や
、
大

山

・
2
上
山
の
眺
噌
に
配
雌
を

-
地
柿
者
へ
の
説
明
会
や
椋
#
な
議
論

の
坊
を
設
け
、
市
民
の
理
解
を
仰
な

が
ら
進
め
て
ほ
し
い

・
採
算
性
や
市
場
性
、
立
地
ニ

l
ズ
な

ど
を
考
慮
し
て
ほ
し
い

地
元
委

μ
へ
の
取
材
で
は
、
「今
後
数

年
で
日
比
体
的
な
話
が
煮
詰
ま
っ
て
く
る
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事

業
で
も
あ
る
の
で
、
み
ん
な
に
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
」「
具
体
的
な
計
画
を
作

っ
て
新
駅
誘
致
と
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
ま

ち
づ
く
り
の
気
逮
を
高
め
た
い
」「
早
く

事
業
化
で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
」

な
ど
の
戸
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
経
緯
や
提
案
の
実
行
は
、

「中
間
報
告
♂
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
中
問
機
作
H
AV

」
は
、
市
役

所
三
附
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
、
各
地

区
公
民
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お
お
む
ね
七
十
か
ら
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
考
え
て
い
ま
す
。

周
辺
地
域
で
は
、
隣
接
す
る
既
存
住

宅
や
辺
地
と
の
述
続
性
、

一
体
性
に
配

唱
し
て
い
き
ま
す
。

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
に
導
入
を

検
討
し
て
い
る

「ま
ち
の
機
能
」
は、

次
の
と
お
り
で
す
n

-
〉
〉
除
EB
E

d
-
-
G首
相
品自
宅

・
ま
ち
を
支
え
る
交
通
シ
ス
テ
ム

・
新
件
線
新
駅
の
西
口
機
能
を
備
え
る

た
め
、
新
駅
と
述
絡
す
る
シ
ャ
ト
ル

の
噂
入
、
交
通
結
節
点

(様
々
な
交

通
機
関
の
乗
り
継
ぎ
点
)
の
設
置

・
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
や
既
存
鉄
道

の
延
仲
を
検
討

・
線
道
や
歩
行
者
自
転
車
必
用
路
な
ど

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

-
環
境
に
や
さ
し
い
仕
活
ス
タ
イ
ル
の
支
擢

.
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
水
と
似
の

拠
点
づ
く
り

・
綿
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し

た
環
境
共
生
住
宅
や
自
然
に
固
ま
れ

た
菜
園
っ
き
住
宅

-
交
流
を
盛
ん
に
す
る
場
づ
く
り

・
商
業
施
設
や
生
活
利
便
サ
ー
ビ
ス
施

設
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出

・
市
民
民
間
や
観
光
州
凶
園
、
ぬ
沌
物
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
体
験
品
業
関
連
施
肢

の
噂
人

・
生
涯
学
習
や
環
崎
学
科
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
場
づ
く
り

-
新
た
な
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
医
療

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
施
設
や
教
育

施
設
の
誘
致

・
環
境
関
連
産
業
な
ど
の
研
究
施
設
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
よ
る
新
た
な
産

業
の
形
成

・
地
元
情
報
や
環
境
情
報
な
ど
を
提
供

す
る
発
日
必
地

緒
に
考
え
よ
う

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
は
、
平
成
二
十
七
年

(一一

O
一
五
年
)
度
の
ま
ち
の
形
成
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
大
神
地
区
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
中
に
土
地
利
用
や
交

通
施
設
な
ど
を
提
示
す
る
「
基
本
計
画
」

を
と
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
は
全

市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
何
が
必
要
だ
と
患
い
ま
す
か
。
ぜ
ひ
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
E
メ
l
ル

ア
ド
レ
ス
は
F
l
r安
白

-2

mwg
回・∞

g
132
2・
5
で
す

※
市
長
へ
の
手
紙

(4
・
5
面
中
央
下

欄
参
照
)
な
ど
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

-
担
当
企
画
課
宮
(幻
)
8
7
6
0

子育て支援センター
(須賀保育園2階)

8.FAX21-7639 
0子育ての相談・情報提供

毎週月~金曜日9筒30分~
16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
。来所 毎週月~金曜日10時
~17時

。電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第24土殴日を除く)

歪平窓駅

館
央
民
中
公錯口側、

子
ど
も
教
育

園

・

絹
餓
セ
ン
タ
ー
ト
民
ン
市
セ

7月13日(木)10時~く〉健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時30分-16時
。婦人

15時

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
く〉青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日 10時~17時
みみご句協やみ.l

Oヤングテレホン2133-7830
(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜
日は 1 3時)~ 1 8時30分

く〉電話 毎週月~金曜日10時
~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日 9 時30分~10時30分

健康相談
(保健センター)

ft34-0311 

療育相談室
(豊田分庁舎)

8. FAX32 -2738 
く〉子どもの発達・発育の相談

-毎週月ー水ー金曜日10時~
15時(来所相談は予約制)

6月27日

833-2333 
0専門(法律、要予約)7月13
日(木)13時30分~15時30

分

。生活支援 毎週月~金曜日

8 時30分~17時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日 8 時30分~17時

。母子 毎週月~金曜日9時
~16時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9 時~ 1 6時

o手話案内 毎週金曜日9時
~12時30分

く〉建築設計・耐震・バリアフリー

6月19日(月)13時~16時
。高年齢者職業 6月20日

(火)、 7月4日(火)、 11日

(火)9 時~12時

。許認可各種届出

(火)13時~ 16時

。一般市民 毎週月~金曜日

9 時~ 16時

福祉会館

保健福祉総合相談
(市役所1階)

821-8779 
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

7月

シ
イ
ン
シ
テ
ィ
計
画
の
申
間

B
告
を
紹
介

市民相談室
(市役所 1階)

823-1111内線2293
0人権 6月20日(火)、7月4

日(火)13時~1 6時

。行政 7月4日(火)、8月1

日(火)13時~16時

o一般法律(予約制) 毎週水
曜日と毎月第4木曜日(6月

22日)13時~16時

o畳記・供託・測量 7月14日
(金)13時~16時

。住宅新改築 6月20日(火)、

7月18日(火)13時~16時
。発明・考案・特許 7月10日

(月 )10時~15時

。労働 7月13日木)、8月10
日(木)13時~16時

く〉下請け取り引き 6月15日
(木)、8月17日(木)13時30
分~ 1 6時

。年金・社会保隙・労災

11日(火)10時~15時
。消費生活 毎週金曜日9時

~16時

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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様々な交通手段での乗り継ぎが便利な交通結節点(ト
ランジットセンター)を中心に、医療福祉サービス施設

や商業施設などがまとまって配置されている

相
模

~し
f 薪藷¥

トとの1票かS来来が始まる|

B 

Aソーン

D 

E 

A 

環境学習や園芸

体験のできる緑豊

かな公園や空聞が

広がり、沿道には

エコショッピンク'

施設芯どが配置さ

れている

Bゾーン

国
道
1
2
9
号

C 

一・・・ ・・ ・・ E・

E・・ I.-==-

--・圃E

E・・ I• • 

-=--=-

-
選
挙
公
報
は
引
自
に

候
補
者
の
政
見
を
掲
載
し
た
選
挙
公

報
は
、
六
月
二
十

一
日
(
水
)
に
新
聞

折
り
込
み
で
お
配
り
し
ま
す
。
市
役
所

や
公
民
館
な
ど
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

・
投
票
の
お
知
ら
せ
は
封
書
で

投
票
の
お
知
ら
せ
(
整
理
券
)
は、

六
月
ト
六
日
ご
ろ
、
封
件
(一

昨
併

一
通
)

で
郵
送
し
ま
す
。

屈
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
り
し

た
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
日
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

-
投
票
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

投
烈
所

(場
所
)
は
、
投
票
の
お
知

ら
せ
(
整
理
券
)
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
投
来
所
に
変
更
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
第
6
投

票

区

投
票
所
の
名
称
が
、

(旧
)
川町
民
業
会
館
に
変
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
入
り
口
が
西
側
に
変
わ
り
ま
す
。

マ
第
加
投
票
区
投
烈
所
が
大
原
公
民

館
に
変
わ
り
ま
す
。

六
月
二
十
五
日
(
日
)
は
、
衆
議
院
醗
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
の
投
票
日
で
す
。
総
選
挙
は
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
二
選
挙
、

国
民
審
査
は
信
任
投
票
一
で
す
。
み
ん
芯
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

第673号 (1日・ 15日発行)

披票時間li
午前7時~午後8時

不
在
者
投
票
は

選
挙
当
口
に
仕
事
が
あ
る
人
だ
け
で

な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
や
口
い
物
な
ど
の

「私

川
」
が
あ
る
人
も
不
従
将
投
票
が
で
き

ま
す
。「
投
京
の
お
知
ら
せ

(整
理
券
こ

至平理

人・

2-湾刊
誌
議
附

b
a

v
M一一ザサ
J

勢
町
閣
議
τ

一

Dゾーン
緑豊かな空間に
新たな環境関連技

術の研究施設やシ

ョールーム、ベン

チャー企業などが

立地し、その隣に

は環境共生型の集

合住宅が立ち並ん

でいる

Eゾーン
通過交通が入りにく

い街路や、安全で快適

な歩行者専用街路が整

備され、街路樹や宅地

内の緑豊か芯空間に低

中層の環境共生型住宅

が立ち並んでいる

市役所消
回 防
巨コ 忍

議

開

察

図

岨
冨.

巴

・憎
物
館

館

日
刊
」

術

館

=
一
一

美

新

=
一
一

因

.

盟

一「一
一旦

公

明

夜
川
円」

品ロ

~

総

九

邸

便

局

・

至
1
階
第
2
会
議
室

江陽中

が
届
い
て
い
る
場
合
は
、
整
理
券
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
不
在
者
投
票
期
間

6
月
例
日
(土
)

ま
で
。
た
だ
し
、
最
間
放
国
民
審
脊
は

6
月
山
崎
日

(口
)
か
ら
M
円

(仁
)
ま
で

マ
不
在
者
投
票
時
間

午
前

8
時
ぬ
分

か
ら
乍
後

8
時
ま
で

マ
不
在
者
投
票
場
所

市
役
所
新
館
1

階
第

2
会
議
室

(上
岡
参
照
)

※
不

a
E投
出
施
設

(折
定
病
院
や
桁

定
老
人
ホ
l
ム
な
ど
)
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
ボ
従
右

投
裂
が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
以
に
巾

し
出
て
く
だ
さ
い

在
外
選
挙
制
度
が

国
外
で
生
活
す
る
日
本
人

(在
外
邦

人
)
で
、
在
外
選
挙
人
名
簿
に
笠
鈍
さ

れ
て
い
る
人
は
、
今
回
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
か
ら
投
票
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
投
票
で
き
る
の
は
、

衆
議
院
議
日
の
比
例
代
表
選
出
議
員
選

殺
の
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

マ
平
場
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

宮

(
幻

)
8
7
9
5

A-A' 
av -

A
V
 A--A' A' A' A' A' a' A' A' A' A' A' -

av -
av 
av -
av 

• 
-a' A' 一WA--AZAZ--AZA--A'A
・A・A・-AZ--a'a'A'A'a'

A' A' A' A' 
A

マA' A' A' A' A' 
A

マA' a' A' av -
av 
av -
av 

• 
-A' A' A' A' A' A' A' 

※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
割

「自
分
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
と
思
う
人
が

多
い
よ
う
で
す
。
テ
レ
ピ
や
雑
誌
で
は
、
心
理

テ
ス
ト
や
ゲ
1
ム
、
市
い
な
ど
が
よ
く
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
試
し
て
み
る
と
煽
白
か
っ
た
り
、

と
き
に
は
ハ
ツ
と
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
悩
み
や
問
題
に
巻
き

込
ま
れ
た
と
き
、
そ
の
よ
う
な
心
理
テ
ス
ト
な

ど
は
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
パ

ッ
と
出
さ
れ
た
解
釈
や
解
決
法
を
、
そ
の
ま
ま

受
け
取
っ
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

心
理
学
で
簡
単
に
人
の
心
が
わ
か
っ
た
り
、

悩
み
を
解
決
す
る
方
法
が
示
さ
れ
た
り
す
る
わ

妊
娠
中
の
歯
の
手
入
れ

妊
娠
中
は
、
ホ
ル
モ
ン
な

ど
の
関
係
か
ら
、
妊
娠
性
の

歯
周
炎
や
虫
歯
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
つ
わ

り
で
歯
府
き
が
お
っ
く
う
に

な
っ
た
り
、
間
食
の
回
数
が

増
え
た
り
し
て
、
口
の
小
が

不
様
に
な
り
や
す
く
な
る
の

で
、
今
ま
で
以
上
に
、
て
い

ね
い
に
歯
の
手
入
れ
を
し
ま

し
ょ
、
っ
。

特
に
、
歯
と
歯
肉
の
境
目

に
汚
れ
が
残
っ
て
い
る
と
、

歯
肉
炎
を
起
こ
し
ゃ
す
く
な

り
ま
す
。
妊
娠
性
の
歯
肉
炎

は
、
出
邸
し
や
す
い
の
が
特

徴
で
す
が
、
怖
が
ら
ず
に
、

"

で

t
こ

、

司

ク

ヌ

n
U司
l
nど
n
u
l
l
7
'
n
u
n斗
Fhun円
u
Q
U

包

(
引

)
8
7
6
1

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
自
分
の
こ
と
を
知
る
」

と
い
う
の
は
、
向
分
向
身
が
悩
み
や
問
題
に
つ

い
て
思
い
を
巡
ら
せ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
考
え
た

り
し
て
い
く
過
程
で
す
。
し
か
し
、
日
常
生
活

の
中
で
、
そ
の
こ
と
に
卜
分
な
時
間
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
位
、
つ
の
は
案
外
雌
し
い
こ
と
で
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
会
う
時
間
と
場
所

を
決
め
て
、
定
期
的
に
話
し
合
い
を
続
け
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の
心
に
つ
い
て
考
え
る

た
め
の
場
と
時
間
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
と
向
き
合
う
党
悟

を
決
め
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
は
、
苦
し
い
問
題
や
、
あ
い
ま
い
で
わ
か
り

づ
ら
い
心
と
い
う
も
の
を
、
他
人
の
せ
い
に
し

た
り
、
ご
ま
か
し
た
り
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
見
つ

め
続
け
ら
れ
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

安
易
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
解
決
法
を
示

し
た
り
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
向
分
を

知
る
」
と
い
う
長
い
道
の
り
を
、

一
緒
に
歩
い

て
い
く
凶
行
者
の
よ
う
な
存
在
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山京
畿
小
学
校
北
側
宮

(お
)
6
0
1
3

い
て
か
ら
歯
を
磨
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歯
磨

き
剤
の
に
お
い
や
味
が
気
に

な
る
人
は
、
水
だ
け
で
磨
い

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
歯
ブ

ラ
シ
は
、
子
ど
も
用
の
小
さ

な
も
の
の
方
が
抵
抗
な
く

n

に
入
れ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

妊
娠
中
は
、
口
の
巾
に
も

い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
税
れ
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
口

の
中
を
消
潔
に
し
て
お
く
こ

と
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
に

は

一
番
で
す
。
そ
し
て
、
ロ

の
中
を
清
潔
に
し
て
お
く
こ

と
は
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち

ゃ
ん
に
と
っ
て
も
よ
い
と
い

う
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

て
い
ね
い
に
府
い
て
く
だ
さ

い
。
汚
れ
を
取
る
こ
と
で
歯

肉
は
引
き
締
ま
り
、
出
血
も

治
ま
っ
て
き
ま
す
。

歯
磨
き
を
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
は
、

食
後
す
ぐ
が
効
果
的

で
す
。
し
か
し
、
気
分
の
思

い
と
き
は
、
ま
ず
円
を
ゆ
す

い
で
お
き
、
気
分
が
務
ち
活

健
康
な
ん
で
も
相
談

健
庫
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
あ
な
た
の
疑
問
に
、
保
健
婦
と
栄
聾
士

が
お
答
え
し
ま
す
。
(
予
約
制
)

マ
日
時

7
月
引
目
(
金
)
午
前
9
時
泊
分
i
n時

マ
会
場
・
申
し
込
み
先
保
健
セ
ン
タ
ー
〈
4
面

「
市
民
相
鶴
」
欄
参
照
v
g
(叫
)
0
3
1
1

MNピル10階のひらつかス力イプラザにある「メディアステーシ
ョン」で、 インターネットを体験してみませんか。平嫁市のホーム

ページなど、いろん忽市町村の'情報などが、無料で楽しめます。

b利用時間 午前9時~午後4時45分 (第3日曜日と年末年始は休み)

ひ5っかスカイプラザ『メディアステーション」で

できます。インターネット体験
。問い合わせ先情報システム課 (内線2636)
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